
〈

彙
報
〉
　
　
　
　
　
竃
㍉
灘
鷲
輪
霞
れ
杜
籠
露
轄

平
成
四年
度
国
文
学
科
活
動
報
告
　
　
舗
）
謡
鷲
蕊
ギ
、
こ
を
訪
れ
た
こ
、
箕
壕

文
学
遺
蹟
め
ぐ
り
ー
比
叡
山
延
暦
寺
ー
　
　
　
　
　
国
文
学
科
講
演
会

日
　
時
　
　
平
成
四
年
五
月
二
十
七
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
時
　
平
成
四
年
六
月
二
十
四
日
（
水
）
第
五
・
六
時
限

行
　
程
　　
　
（
長
堀
駐
車
場
）
ー
坂
本
ー
延
暦
寺
東
塔
・
根
本
中
堂
－
　
　
　
対
　
象
　
国
文
学
科
一
、
二
年
生
全
員

　
　
　
　
　

〔延暦
寺
会
館
・
昼
食
〕
1
延
暦
寺
西
塔
・
釈
迦
堂
ー
横
　
　
　
会
　
場
　
南
港
学
舎
講
堂

　
　
　
　
　川ー
比
叡
山
国
宝
殿
ー
坂
本
ー
（
J
R
新
大
阪
駅
）
　
　
　
　
　
講
　
師
　
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

対　
象
　
　
国
文
学
科
一
、
二
年
生
全
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
愛
大
学
客
員
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
木
　
孝
次
郎
先
生

　
下界
で
は
、
行
く
春
を
惜
し
ん
で
い
る
こ
ろ
、
比
叡
の
お
山
に
は
、
　
　
　
演
　
題
　
　
「
柿
本
人
麻
呂
と
大
伴
家
持

昼間
で
も
冷
気
が
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
根
本
中
堂
に
参
詣
。
写
真
撮
影
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
史
的
背
景
か
ら
み
た
歌
風
の
特
色
ー
」

延
暦
寺
会
館
で
昼
食
。
そ
の
後
、
大
講
堂
、
戒
壇
院
、
阿
弥
陀
堂
な
ど
　
　
　
　
今
年
度
の
講
演
会
に
は
、
古
代
史
の
権
威
直
木
孝
次
郎
先
生
を
講
師

に自
由
参
詣
し
ま
し
た
。
午
後
は
、
釈
迦
堂
な
ど
西
塔
地
域
に
参
詣
、
　
　
　
と
し
て
お
招
き
し
た
。
先
生
は
相
愛
大
学
教
授
と
し
て
在
職
さ
れ
、
短

写
真
撮
影
。
そ
し
て
恵
心
堂
に
参
詣
。
四
月
二
十
九
日
に
オ
ー
プ
ン
し
　
　
　
大
の
講
義
も
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。
宮
中
で
の
歌
会
始
め
の
召
人
を

た
ば
か
り
の
比
叡
山
国
宝
殿
参
観
後
、
坂
本
を
経
て
、
J
R
新
大
阪
駅
　
　
　
お
つ
と
め
に
な
っ
た
の
は
丁
度
そ
の
頃
の
事
で
、
先
生
は
ご
専
門
と
さ

前
で
解
散
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
古
代
史
の
ほ
か
、
短
歌
や
歌
壇
史
に
も
ご
造
詣
が
深
い
。
現
在
も

　
根本
中
堂
、
横
川
で
は
学
年
ご
と
に
、
ご
法
話
を
い
た
だ
き
、
恵
心
　
　
　
週
に
何
度
か
は
相
愛
に
お
越
し
に
な
る
先
生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

堂
では
、
紅
楳
先
生
か
ら
日
本
浄
土
教
の
元
祖
と
さ
れ
る
恵
心
僧
都
（
源
　
　
　
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
「
柿
本
人
麻
呂
と
大
伴
家
持
」
に
つ
い
て

彙
　
報



彙
　
報

の
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鼓
　
　
　
　
成
田
　
達
志

　萬
葉
集
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
人
麻
呂
と
家
持
の
経
歴
を
は
じ
め
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
鼓
　
　
　
　
守
家
　
紀
之

風
に

至
る
ま
で
を
作
歌
を
あ
げ
な
が
ら
丁
寧
に
説
き
、
二
人
の
歌
風
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
見
　
　
　
　
水
田
　
　
博

萬
葉
の
時
代
の
史
的
背
景
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
武
富
　
康
之

て
く
だ
さ
っ
た
。
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
も
触
れ
る
こ
と
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
謡
　
　
　
　
波
多
野
　
晋

き
た
先
生
の
ご
講
演
は
、
聴
講
の
国
文
学
科
学
生
一
同
に
深
い
感
銘
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
赤
松
　
禎
友

与
え
た
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
上
野
　
雄
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
K
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
山
本
　
正
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
〃
　
　
　
　
増
田
　
　
登

能
楽
鑑
賞
と
難
波
宮
跡
見
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
桑
野
剛
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
”
　
　
根
岸
住
郎
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
　
時
　
平
成
四
年
十
一
月
十
一
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
久
保
誠
一
郎
　
　
　
ゴ

　
　
　
　午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狂
言
「
昆
布
売
」

　
　
　
　
　
　
　
大
槻
能楽
堂
（
大
阪
市
中
央
区
上
町
A
番
七
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
名
　
　
　
　
木
村
　
正
雄

参
加者
　
短
期
大
学
一
、
二
年
生
全
員
三
九
〇
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昆
布
売
　
　
　
茂
山
あ
き
ら

　
　
　
　
専任
教
員
六
名
・
助
手
二
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

演

目
解
説
　
　
　
　
　
　
　
泉
　
嘉
夫
　
　
以
上
の
要
領
で
平
成
四
年
度
の
芸
能
鑑
賞
を
実
施
。
学
生
に
は
事
前

　
　
　
　
能

「巴
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
大
槻
能
楽
堂
発
行
の
学
生
鑑
賞
能
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
及
び
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
里
女
・
巴
御
前
の
霊
　
大
槻
　
文
蔵
　
　
　
か
ら
も
資
料
を
配
付
し
、
ま
た
ク
ラ
ス
ご
と
に
ビ
デ
オ
な
ど
を
用
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
旅
僧
　
　
　
　
指
吸
雅
之
助
　
　
　
能
や
当
該
演
目
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
そ
の
効
果
が
あ
っ
て
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
粟
津
の
里
人
　
茂
山
あ
き
ら
　
　
　
生
は
熱
心
に
観
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
笛
　
　
　
　
　
野
口
　
浩
和
　
　
　
　
観
能
の
後
、
史
跡
「
難
波
宮
跡
」
を
見
学
。
北
谷
先
生
作
成
の
プ
リ



総
篭
蕪
轄
㌢
遼
鷲
麹
ゲ
運
中
世
　
相
愛
藁
ウ
ォ
ー
山
の
辺
の
道
↓
参
加
し
て

と
こ
ろ
で
・
難
波
宮
は
大
極
殿
と
南
中
門
の
二
棟
の
再
建
が
二
±
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
道
子

世
紀初
め
に
実
現
す
る
ら
し
い
。
い
つ
か
復
元
さ
れ
た
難
波
宮
に
集
う

日
を
楽
し
み
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
）
　
　
　
　
楽
し
み
に
し
て
い
た
文
学
散
歩
、
第
二
回
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
〈
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　月
十
一
日
（
日
）
〉
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
土
の
香
漂
う
山
の
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
の
道
」
を
歩
こ
う
と
い
う
の
で
、
十
時
前
か
ら
桜
井
駅
に
大
勢
の
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　集
合
し
て
い
ま
し
た
。
北
谷
先
生
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
総
勢
九
十
余
名
、

　
　
　ー
1
ー
土
の
香
漂
う
山
の
辺
の
道
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
気
揚
々
と
い
ざ
出
発
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
山
の
辺
の
道
は
、
七
世
紀
の
初
め
、
三
輪
山
や
巻
向
の
山
裾
を
縫
う

　
第
二
回
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
作
ら
れ
た
全
長
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
最
古
の
道
で
す
。
　
　
　
↑

日
時
平
成
四
年
＋
月
＋
百
（
日
）
　
　
　
　
　
最
初
に
到
着
、
た
砦
榴
市
は
古
代
に
市
、
し
て
栄
え
た
所
で
す
．
　
玉

行

程
桜
井
駅
ー
海
柘
榴
市
観
音
ー
金
屋
の
石
仏
ー
平
等
寺
⊥
二
輪
　
　

紫
は
灰
さ
す
も
の
ぞ
海
柘
榴
市
の
八
十
の
衝
に
逢
へ
る
児
や
誰

　
　
　　
明
神
ー
狭
井
神
社
ー
玄
賓
庵
－
檜
原
神
社
ー
巻
向
川
ー
相
撲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
二
ー
三
一
〇
一
）

　
　　
　
神
社
ー
穴
師
坐
兵
主
神
社
ー
垂
仁
天
皇
纏
向
珠
城
宮
祉
ー
J
　
　
　
　
　
た
ら
ち
ね
の
母
が
よ
ぶ
名
を
申
さ
め
ど
道
行
人
を
誰
と
知
り
て
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
二
ー
三
一
〇
二
）

　
　
　
　
R
巻
向
駅

講

　師　
北
谷
幸
朋
（
本
学
助
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
歌
を
聴
く
と
若
い
男
女
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
や
り
と
り
が
目
に
浮
か
ぶ

対　
象
　
国
文
学
科
学
生
有
志
◆
卒
業
生
゜
同
窓
会
会
員
゜
一
般
。
　
　
　
　
よ
う
で
暖
か
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
「
海
柘
榴
市
」
は
、
『
枕
草
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
に
も
「
市
は
た
つ
の
市
。
さ
と
の
市
。
つ
ば
市
。
お
ふ
さ
の
市
。
あ
す

　第三
回
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
は
・
平
成
五
年
十
月
十
一
日
（
振
替
休
　
　
　
か
の
市
。
」
と
あ
り
ま
す
。

日
）
J
R
巻
向
駅
集
合
（
十
時
）
・
巻
向
～
石
上
布
留
の
社
ま
で
歩
き
ま
　
　
　
　
民
家
の
間
を
抜
け
て
金
屋
の
石
仏
を
巡
り
、
平
等
寺
へ
。
平
等
寺
は

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
境
内
に
珍
し
い
熱
と
り
地
蔵
や
仏
足
石
が
あ
り
、
静
寂
な
雰
囲
気
が
感

彙　
報



彙
　
報

じ
ら
れ
る
所
で
す
。
木
立
ち
の
中
を
行
く
と
我
が
国
最
古
の
神
社
三
輪
　
　
　
た
。

神
社
で
す
。
御
神
体
で
あ
る
三
輪
山
に
荘
厳
さ
と
華
麗
さ
を
感
じ
ま
し
　
　
　
　
　
三
諸
つ
く
三
輪
山
見
れ
ば
こ
も
り
く
の
泊
瀬
の
檜
原
思
ほ
ゆ
る
か

た
。
先
生
の
解
説
を
聴
く
と
、
三
輪
山
に
ま
つ
わ
る
歌
が
た
く
さ
ん
あ
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
ー
一
〇
九
五
）

り
ま
し
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か
に
二
上
山
を
望
み
な
が
ら
、
こ
の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

　
　う
ま
さ
け
を
三
輪
の
祝
が
斎
ふ
杉
手
触
れ
し
罪
か
君
に
逢
ひ
か
た
　
　
　
し
た
い
、
い
つ
の
日
か
素
敵
な
彼
と
来
て
み
た
い
、
な
ど
と
思
い
ま
し

　
　

の

歌
が
気
に

入り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
を
後
に
し
て
、
視
界
が
開
け
た
と
こ
ろ
は
の
ど
か
な
田
園
風
景

　あ
り
が
た
い
御
神
酒
の
香
り
を
い
た
だ
き
、
大
和
一
の
宮
の
三
輪
神
　
　
　
の
巻
向
の
地
で
す
。
太
陽
が
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
に
照
り
つ
け
、
巻
向
川

社
を
後
に
し
ま
し
た
。
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
狭
井
神
社
を
見
学
し
　
　
　
が
清
ら
か
に
流
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
、
文
人
た
ち
の
書
に
な
る
歌

て
、
萬
葉
展
望
台
へ
と
向
い
、
そ
こ
で
お
弁
当
タ
イ
ム
。
大
和
三
山
や
　
　
　
碑
も
多
く
あ
り
ま
す
。
巻
向
川
は
、

日
本
一
の
鳥
居
を
眼
下
に
一
望
し
て
の
お
弁
当
の
味
は
格
別
で
し
た
。
　
　
　
　
　
巻
向
の
痛
足
の
川
ゆ
行
く
水
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
か
へ
り
見
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

元気
づ
い
て
、
神
武
天
皇
聖
蹟
跡
か
ら
謡
曲
三
一
輪
」
の
舞
台
と
し
て
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
ー
一
一
〇
〇
）
　
　
　
ゴ

も
有
名
な
玄
賓
庵
へ
。
木
も
れ
陽
を
受
け
な
が
ら
歩
く
と
太
古
の
旅
人
　
　
　
　
　
痛
足
川
川
波
立
ち
ぬ
巻
向
の
弓
月
が
岳
に
雲
居
立
つ
ら
し

に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
ー
一
〇
八
七
）

　
悠
久
の

時
の流
れ
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
三
輪
神
社
の
摂
社
の
ひ
　
　
　
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

と
つ
で
あ
る
檜
原
神
社
に
着
き
ま
し
た
。
天
照
大
神
が
伊
勢
神
宮
に
移
　
　
　
　
景
行
天
皇
纒
向
日
代
宮
祉
を
過
ぎ
て
相
撲
神
社
へ
と
歩
き
ま
し
た
。

る
前
に
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
垂
仁
天
皇
に
よ
っ
て
大
御
　
　
　
最
終
地
点
に
近
づ
く
と
名
残
り
を
惜
し
ん
で
「
ま
た
来
年
も
あ
る
の
で

神
が
伊
勢
に
移
さ
れ
て
か
ら
は
「
元
伊
勢
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
　
　
　
す
か
。
ぜ
ひ
ご
一
緒
さ
せ
て
下
さ
い
。
」
と
年
輩
の
方
が
先
生
に
尋
ね
て

た
そ
う
で
す
。
い
か
に
も
神
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
な
厳
か
な
雰
囲
気
で
、
　
　
　
お
ら
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
今
回
最
後
の
目
的
地
、
穴
師
坐
兵
主
神
社

山
の
辺
の
道
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
所
で
す
。
萬
葉
集
に
は
「
三
輪
　
　
　
に
到
着
し
ま
し
た
。
大
神
神
社
・
大
和
神
社
・
石
上
神
宮
と
並
ぶ
大
社

の

檜原
」
と
し
て
六
首
も
登
場
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
納
得
さ
　
　
　
で
、
穴
師
山
山
麓
に
鎮
座
し
て
、
人
々
の
生
活
を
見
守
り
続
け
て
い
る

せら
れ
ま
す
。
先
生
の
解
説
に
み
ん
な
も
真
剣
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
　
　
　
神
社
で
す
。
先
生
の
丁
寧
な
心
の
こ
も
っ
た
解
説
も
最
後
と
な
り
ま
し



た
。
も
し
も
「
運
悪
く
雨
の
日
に
な
っ
た
な
ら
、
こ
の
歌
を
最
後
に
と
　
　
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
土
曜
公
開
講
座

り
あ
げ
る
つ
も
り
で
し
た
。
」
と
、

　
　巻
向
の
穴
師
の
山
に
雲
居
つ
つ
雨
は
降
れ
ど
も
濡
れ
つ
つ
ぞ
来
し
　
　
　
　
　
　
　
ー
宗
教
文
化
講
座
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
一
ニ
ー
一
二
一
二
六
）

の

歌を
う
た
わ
れ
た
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
解
説
に
笑
い
の
渦
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　萬
葉
集
を
愛
さ
れ
る
大
勢
の
人
た
ち
、
初
め
て
会
う
人
ば
か
り
な
の

に
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ま
し
た
。
す
す
き
の
穂
が
風
に
揺
れ
る
垂

仁
天
皇
纒
向
珠
城
宮
祉
あ
た
り
で
互
い
に
名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
解

散
。
萬
葉
集
を
愛
さ
れ
る
大
勢
の
人
た
ち
と
の
暖
い
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
、
　
　
　
4

日
頃
の
慌
た
だ
し
さ
を
ひ
と
と
き
忘
れ
て
山
の
辺
の
秋
を
満
喫
し
た
有

意
義
な
一
日
で
し
た
。
次
回
は
、
山
の
辺
の
道
の
続
き
を
石
上
神
宮
ま
　
　
　
　
5

で歩
こ
う
と
決
ま
り
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
国
文
学
科
六
〇
年
三
月
卒
業
）
　
　
　
　
6

　
以
上
の

他
に
、
国
文
学
科
研
究
室
の
関
係
す
る
行
事
と
し
て
、
相
愛

女
子
短期
大
学
公
開
講
座
が
あ
っ
た
。
「
宗
教
文
化
講
座
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
本
学
学
舎
を
会
場
に
九
月
五
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
ま
で
の
土

曜日
に
、
全
八
回
（
午
後
二
時
～
四
時
）
行
な
わ
れ
、
盛
況
を
博
し
た
。

国
文
学
科
で
は
教
員
二
名
が
講
師
を
担
当
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
に

あ
げ
る
通
り
。

1

9
／
5
現

代
人
と
宗
教
　
ー
亀
井
勝
一
郎
の
宗
教
観
を
通
し
て
ー

本
　
　
学
　
　
学
　
　
長
中
西
智
海

2

9
／
1
9

平家
物
語
の
宗
教
観

本

学木
　
徳
男

3

1
0／
3

仏
教
に

お

ー
浄
土
真
宗
を
中
心
と
し
て
ー

本
　
学
　
教
　
授
紅
楳
英
顕

4

1
0／
1
7

心

理
ー
心
理
臨
床
か
ら
み
た
救
い
ー

本
　
　
学
　
　
教
　
　
授
庄
司
ユ
リ
子

5

1
1／
7

漱
石

ー
そ
の
文
学
と
宗
教
ー

本
　
学
　
助
教
　
授
鳥
井
正
晴

6

H／
2
1

現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
け
る
宗
教
　
ー
ポ
ー
タ
ー
の
短
編
小
説
か
ら
み
て
ー

本
　
　
学
　
　
教
　
　
授
プ
ロ
デ
リ
ッ
ク

7

1
2／
5

地
鎮
祭

ー
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
信
教
の
自
由
ー

本　
学
　
教
　
授
寺
田
友
子

8

1
2／
1
9

シ

ベリ
ア
民
族
と
宗
教

相
愛
大
学
元
教
授
加
藤
九
詐

0
5

彙
　
報


